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私
た
ち
の
研
究
室
で
は
、「
流
体
」
の
流
れ
を
自
在
に
制
御
す
る
こ
と
に
よ
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
の
た
め
の
基
礎

研
究
を
、
皆
で
楽
し
く
、
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。

深ふ
か

潟が
た

康こ
う

二じ  

理
工
学
部
機
械
工
学
科　

教
授

　

私
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
空
気
、
水
、
油

と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
﹁
流
体
﹂
が
あ
り
、

私
た
ち
は
そ
れ
ら
の
流
れ
を
利
用
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
文
化
的
な
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
火
力
発
電
所
や
原
子
力
発
電
所
で

は
熱
に
よ
っ
て
蒸
気
を
発
生
さ
せ
、
そ
の
蒸

気
の
流
れ
が
発
電
機
に
つ
な
が
っ
た
タ
ー
ビ

ン
（
羽
根
車
）
を
回
転
さ
せ
る
こ
と
で
電
気

を
作
り
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
私
た
ち
の

体
も
、
血
液
と
い
う
流
体
に
よ
っ
て
酸
素
や

栄
養
、
そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
な
物
質
が
輸
送
さ

れ
、
そ
の
機
能
が
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
流
体
の
流
れ
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
無

駄
遣
い
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
特

に
、
私
た
ち
の
身
の
回
り
の
流
れ
の
ほ
と
ん

ど
は
﹁
乱
流
﹂
と
呼
ば
れ
る
乱
れ
た
流
れ
で

す
が
、
こ
の
乱
流
で
は
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
渦

が
複
雑
に
運
動
し
て
お
り
、
こ
れ
が
流
体
に

よ
る
抵
抗
を
増
大
さ
せ
る
原
因
と
な
っ
て
い

ま
す
。
流
体
抵
抗
は
運
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
熱

と
な
っ
て
散
逸
し
て
し
ま
う
こ
と
を
意
味
し
、

大
き
な
流
体
抵
抗
は
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

損
失
に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
も
し
日
本
の

航
空
機
に
関
す
る
流
体
抵
抗
だ
け
で
も
現
在

の
半
分
に
で
き
れ
ば
、
大
型
原
子
力
発
電
所

１
基
の
発
電
量
の
約
10
％
に
相
当
す
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
節
約
が
で
き
る
と
試
算
で
き
、
さ
ら

に
同
様
の
流
体
抵
抗
低
減
を
あ
ら
ゆ
る
産

業
機
器
に
適
用
で
き
れ
ば
、
非
常
に
大
き

な
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
果
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

私
た
ち
の
研
究
室
で
は
、
こ
の
流
体
抵
抗

を
低
減
さ
せ
る
、
あ
る
い
は
流
れ
に
伴
う
物

質
輸
送
を
思
い
通
り
の
も
の
に
す
る
た
め
の

﹁
流
れ
の
制
御
﹂
を
、理
論
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
実
験
を
総
動
員
し
て

研
究
し
て
い
ま
す
。
構
築
し
た
理
論
に
基
づ

い
て
提
案
し
た
制
御
手
法
の
一
つ
で
は
70
％

も
の
流
体
抵
抗
低
減
が
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
っ
て
確
か
め
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
わ
ず

か
な
が
ら
風
洞
実
験
に
よ
っ
て
も
飛
行
機
の

翼
の
抵
抗
を
実
際
に
低
減
で
き
る
こ
と
も
確

か
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
最
近
で
は
、
機
械

学
習
技
術
を
用
い
て
抽
出
さ
れ
た
流
れ
の
特

徴
に
基
づ
く
新
た
な
流
れ
制
御
手
法
の
構
築

を
行
っ
て
い
ま
す
。
全
世
界
の
流
体
抵
抗
を

半
減
さ
せ
る
の
が
私
の
夢
で
す
。
今
後
の
私

た
ち
の
研
究
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

流れの自在な制御で省エネルギー社会を目指す

　深潟研究室は、自由な雰囲気で和気藹
あい

々
あい

としています。ミーテ
ィングでは、先生と学生の間で活発な議論が交わされます。また
学生同士でも、先輩後輩関係なく意見を求めたり、アイデアを出
し合ったりしています。研究成果は、国内外の学会や論文で積極
的に発信しています。特に国際学会は、海外の研究者と議論でき
る刺激的な場所である上に、共同研究のきっかけにもなっていま
す。深潟研究室では現在、UCLA やスウェーデン王立工科大学を
はじめとする多くの大学や研究機関と共同研究を行っています。
こうした恵まれた環境を整えてくださる深潟先生に感謝しながら、
今後も研究に邁進してまいりたいです。

研究を通して世界とつながる
中
なか

村
むら

太
た

一
いち

君　理工学研究科修士課程 2 年

半教半学

ある日の研究室ミーティングにて
（サプライズで私のお誕生日会をしていただきました♪）
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よ
い
実
践
の
型
を
言
語
化
す
る
「
パ
タ
ー
ン
・
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
」
の
方
法
に
よ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
分
野
の
創
造

的
な
活
動
を
支
援
し
、「
創
造
社
会
」
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

井い

庭ば　

崇た
か
し  

総
合
政
策
学
部　

教
授

　

井
庭
研
究
室
で
は
、﹁
ナ
チ
ュ
ラ
ル
に
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
に
生
き
る
﹂こ
と
が
で
き
る﹁
創

造
社
会
﹂
に
向
け
て
、
そ
れ
を
支
え
る
実
践

言
語
﹁
パ
タ
ー
ン
・
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
﹂
の
作
成
・

研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
そ

の
基
盤
と
な
る
理
論
・
思
想
・
方
法
論
の
研

究
も
行
い
、﹁
創
造
実
践
学
﹂﹁
創
造
の
哲
学
﹂

﹁
未
来
社
会
学
﹂
と
い
う
新
し
い
学
問
の
構

築
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
学
部
生
41
人
・
大
学
院
生
10
人
で
、

教
育
、
子
育
て
、
企
業
組
織
、
生
態
系
、
開

発
援
助
、
福
祉
、
生
き
方
、
古
典
芸
能
、
実

践
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
社
会
デ
ザ
イ
ン
、
芸
術

な
ど
、
幅
広
い
領
域
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
研
究
の
根
底

に
は
﹁
一
人
ひ
と
り
の
よ
り
よ
い
創
造
実
践

を
支
援
す
る
﹂
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
を
通
じ

て
﹁
創
造
的
な
組
織
・
社
会
を
実
現
す
る
﹂

と
い
う
共
通
点
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
昨
年
行
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

づ
く
り
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
塾

内
外
の
25
人
の
先
生
方
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

行
い
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
づ
く
り
の
工
夫
や

実
践
例
に
つ
い
て
お
聞
き
し
、
そ
れ
か
ら
37

の
型
（
パ
タ
ー
ン
）
に
ま
と
め
言
語
化
し
ま

し
た
。
そ
の
成
果
﹁
最
高
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
の
つ
く
り
方
：
新
し
い
学
び
の
場
づ
く
り

の
パ
タ
ー
ン
・
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
﹂
は
、
紹
介
記

事
と
解
説
動
画
を
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
し
、
多

く
の
方
か
ら
﹁
と
て
も
参
考
に
な
る
﹂﹁
よ
り

よ
い
授
業
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
﹂
と
い
う

声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
、
国
際
学
術

会
議
で
論
文
を
数
本
発
表
す
る
予
定
な
の
で

す
が
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
学
部
3
年
生

1
人
、
2
年
生
2
人
、
1
年
生
1
人
（
学
年

は
当
時
）
と
私
で
行
っ
た
も
の
で
す
。
学
部

生
で
あ
っ
て
も
社
会
的
意
義
の
あ
る
最
先
端

の
研
究
に
本
格
的
に
取
り
組
む
こ
と
、
そ

し
て
論
文
を
書
い
て
海
外
で
発
表
す
る
と

い
う
の
も
、
井
庭
研
究
室
の
特
徴
の
一
つ
で

す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
井
庭
研
究
室
で
は
、
本
格

的
に
﹁
つ
く
る
﹂
こ
と
を
通
じ
た
教
育
│
創

造
的
な
学
び
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ

ン
グ
│
を
実
践
し
、
実
学
的
な
研
究
・
活

動
を
行
い
な
が
ら
、
新
し
い
学
問
を
構
築

し
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

日常的な創造性を支援する新しい学問

　井庭研究室で行っている研究プロジェクトには、私たち学生だ
けでなく、先生も全力で参加します。学生がやっていることに対
して「先生から助言や指導をいただく」のとは違い、時には先生
自身も手を動かし、悩んだり考えたりしながら、一緒に成果をつ
くり込んでいくのです。先生の本気の創造プロセスを目の当たり
にすることはとても刺激的で、発見や学びも多くあります。オン
ラインになってからの研究活動も一段と濃くなっており、この１
年間の経験も非常に貴重なものばかりでした。さらに、クリスマ
スには、みんなでリモート合奏を楽しむなど、井庭研究室は創造
的で居心地のよい最高の「居場所」です。

つくる面白さと成長を実感できる居場所
柴
しば

田
た

爽
さわ

水
み

君　環境情報学部 4 年

ゼミナール・研究室紹介

オンライン研究会での《いきいきとした瞬間》の集合写真


